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研究成果の概要（和文）： 19世紀に公的場面に参加し学校教育を受ける機会を得た一般大衆は、それまで教養
層に独占されていた標準語を獲得した。その際、国語授業の目的は標準語の正しさよりは、言語分析による論理
的思考力の養成であったことが、標準文章語の平準化を進展させた。新聞というメディアに目を転じてみると、
日刊紙が19世紀において幅広い社会層に普及したことも、標準文章語の民主化の一因となった。

研究成果の概要（英文）：In the 19th century, the masses got the opportunity to receive school 
education, participated in public scenes and acquired the standard language which had been 
monopolized by the educated class. The main purpose of (national) language education was not to 
teach the German normative language, but to train the logical thinking by linguistic analysis. This 
promoted the levelling of the standard language. As for the medias in the 19th century, the spread 
of daily newspapers to a wide range of social classes also contributed to democratization of 
standard written language.

研究分野：ドイツ語史
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１．研究開始当初の背景 
本研究のように言語史を書き手（話し手）

と読み手（聞き手）の社会的・状況的コンテ

クストと関連づけて考察する立場を、P. von 

Polenz (1991) は 「 社 会 語 用 論 的 」

(soziopragmatisch) 言語史研究と呼んだ。この

アプローチは、「歴史語用論」（A. Jucker、I. 

Taavitsainen 等) と「歴史社会言語学」（J. 

Milroy、S. Romaine等）の両者を包括するも

のと言える。社会語用論的言語史研究という

用語法には、言語変化に関してどこか機械的

な分析を行うのではなく、言わば回り道、脇

道、さらには袋小路に入り込むような言語変

化の実態を解明することで人の顔が見える

ような言語史分析を行うぞという固い意志

が込められている。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、次の３つの問題提起とし

て示すことができる。 

(1) 音韻、文法、語彙のなかで、それぞれど

のような言語形式がそもそも日常語的（口語

的）と意識されたのか、またその意識はどう

変化したのか？ 

(2) 特定の日常語的言語形式が標準語に受け

入れられた際、その受け入れはそれぞれどの

ような社会的・状況的コンテクスト（例えば、

誰が誰に対して何の目的で書くのか、また話

すのかという関係のありかた）において可能

となったのか？また、受け入れはそれぞれど

のような社会的・状況的コンテクストにおい

て許容されなかったのか？ 

(3) 標準語の平準化には、当時の社会状況の

変化に合致した｢言語の進展｣という評価が

与えられたのか、それとも｢言語の堕落｣、｢誤

用｣といった否定的評価しか与えられなかっ

たのか？  

 

３．研究の方法 

従来のドイツ語史記述においては、ドイツ

語が標準語へ規範化される過程、つまり言語

変種に社会的上下の序列づけがなされる「垂

直化」（O. Reichmann 2003）の経過に焦点が

当てられてきた。しかし本研究では、標準語

が日常語と混交することで口語化し平準化

（水平化）する過程に注目する。標準語が平

準化していく過程は、同時代の思想家、言語

学者、文学者、教育学者、学校教師、またジ

ャーナリストたちによって観察され書き留

められている。これらの言説（メタ言語的発

言）を詳細に検討することで、標準語と日常

語の関係性の変化に伴う言語意識の変化を

読み取る。 

本研究は、当時の言説の分析によって言語

意識（の変化）を再構成することを通して、

標準語と日常語との混交が 19 世紀ドイツで

持ち得た社会語用論的意味を解明する。 
 
４．研究成果 
(1) 19世紀に公的場面に参加し学校教育を受

ける機会を得た一般大衆は、それまで教養層

に独占されていた標準語を獲得した。標準語

と日常語に関する 1840 年までの言説（メタ

言語的発言）をコーパス化し分析してみると、

プロイセンの学校教育において 1830 年頃ま

では、アーデルングに代表される 18 世紀の

規範文法が支配的であったことがわかる。し

かしその後は、正しい標準ドイツ語を一義的

に教えようとする規範文法は、生徒の思考

力・論理的把握力を養成しようとする論理文

法に取って代わられていった。商工業、科学

の発展のために国民を「陶冶する」ことが学

校の役割と認識され、この養成に応えるべく、

国語授業は標準語の正しさを教えることで

はなく、言語を論理的に分析することで思考

の論理を教えることであると認識された。学

校における文法のパラダイムがこのように

変化したことが、標準語と日常語の混交によ

る「文章語の民主化」、すなわち標準語の平

準化を進展させた一因であると考えられる。 

(2) 19世紀に入ってプロイセンは、農制、軍

政、教育制度など一連の近代的な改革を行い、



教育全体のシステムを人口増加と産業化に

対応させる必要があった。そのため、母語と

外国語の教育によってコミュニケーション

能力を高め、自然科学の教育によって技術力

を養成することが求められた。1830年頃まで

は、学校教育においてまだ規範文法が支配的

であったが、しだいに、生徒の思考力を養成

するような文法が要請された。1830 年代は、

指導権が貴族、教会、王室にはなく、商業、

工業、科学の手に移りゆく時代へ転換した。

この進歩主義の要請に応えられたのは、論理

文法であった。19世紀半ばには、論理文法が

開花する時代が到来した。 

(3) 新聞というメディアに目を転じてみると、

日刊紙が 19 世紀において幅広い社会層に普

及したことも、文章語の民主化の一因である

と言える。文化的・政治的エリートである教

養層向けに刊行されていた新聞メディアに、

1830 年代からは大衆向けの娯楽紙も加わっ

た。この時代の言説を分析してみると、新聞

記事で用いられた平準化したドイツ語は、同

時代の教養人たちによる激しい批判の的に

なっていたことがわかる。18世紀の古典派作

家の言語を模範と見ていた教養人たちは、語

彙や文構造のことを考えず、筆のおもむくま

まに「書き散らす」新聞記者のドイツ語を、

読み手に悪影響を及ぼすものであるとみな

したのであった。 

(4) 19世紀後期の作家による作品を対象に、

当時の日常的な「話しことば」の描かれ方を

通じて、当時の言語意識を調査した。フォン

ターネの『ナシの木の下に』（1885）を対象

に、文学作品に基づく言語意識史研究の問題

点を考察した結果、文学作品における「話し

ことば」的な変種は、作中人物の特徴づけの

ために用いられる傾向があり、作中で描かれ

る時代・地域に関する言語意識を純粋に反映

しているとは言えないことが明らかになっ

た。また、シュトルムの『人形つかいのポー

レ』（1874）も調査し、両作品における会話

文と地の文の統語構造を比較した結果、両作

品ともに、会話文では、なるべく従属文を避

け、８語以内の短文を好む傾向がみられ、ま

た地の文にはみられない文法的に不完全な

文が使用されているなど、「話しことば」的

な言語現象がみられた。こうした傾向は、同

時代人が抱いていた日常的な会話文に対す

る共通認識の一例といえる。 
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